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家蠶の ゲ 冫一ホ ル モ 冫に關する研究

　　　　　　　 （1） ・v
＋

物質

　　吉 川 秀 男 H ｛deo　KIKK △WA

t

s

　　　　　　　　　　　　　　　　農林 省 蠶 絲 試 驗 揚

　　　　　　　　　　　　　　　　1 緒　　　　　論

猩 蠅 （1）・’… P・hdlft　？rtela
・nogaslgrr ）の 俘遡 子 re… e・mai ・・　（v）と呼蝦 の 絶 を し脇 性

形質が あ る ・
B ・ ・D ・E や E ・ぬ u ・蝋 ・936＞の 研究に よるとetの tt の 幼蟲か ら囎 をと 甥

生型 の 幼蟲 IC移植す ると
・ 本來朱色 に なる ぺ 趨 植眼燃 主の 影響を受 けて 野生 型特有の 赤

色 曝 す る・
’　 tlizは 野生型 orere の 中彫・ 磁 野生型皀防 ＋ 曖 へ る v

＋

物質叉 は 。
・ trvv モ

ン と稱す る特殊 鰺 出性瀕 が あつ て 洋 身功 夥 孅 と作用 し て起 る現象 と羅 され て ゐる。
驢

’
な物勲 指 し て ゲ 淋 ル モ ン と呼び

， 近來綱 鯲 て 大き瀚 究勤 照の 一つ とな つ て を
る 〔之 ｝爛 す 礁 緲 録は瀦 （・938）及 噸 祇 （・939）を參 He．）． 處が最近 上記 の v

一

物
質の 影響は移植或は v

＋

物質 の 移注に よる以外經 ロ的方法に よつ て 食下 させ て も生す る こ と

が 糊 した （BE −mLE 　 and 　 L ・t“’　 1938）。其れ 灯 度 燗 の 騰 腺か らM7． チ 。 キ シ ン を經 n
的方法 で攝 取 し て も效果が あ るの と同樣 で あ る

。
斯 くて ♂ 物質に 關する研 究は一段 と進捗

し最近で は猩蠅 暇 らt− ・ ナ マ ダ ラ メ ィ ガ （恥 ・・鋤 ，
・ マ ユ バ チ （E 。b，

’
。hr。。。n ），

　 ＝ク バ

へ 〔仇 ll励 働 の の 外數種 の鱗翅類及 Pt蟹の一踵に まで存在 する こ とが 見出され た （EPIIRUSSl
1938，P 上AGGE 　und 　BECKER 　1937）。

斯 鰍 こ ・1
＋

物質なる も鋤 儲 種 の 節足動物にmavafim され る以上 家蠶 賄 在する と い ふ

こ と も當然想像せ られ る處で あつ て
， 既に B ・脚 ・・ は數年來著者 tc＄9し て 1の 實驗 の齣 を

慫慂したが 當時別 の 磯 に忙 しか つ た爲其の 時朧 得 inh，t ・た ． 幸 U 昨鰍 よ り此 の 方面 の

骸 に 砂 し く着手 鵬 たo 磁 睇 ・報 として 共の 繍 的結果 を黠 す る。此 の 蹴 は固
より鸛 蠶鰹 注 理 鰍 靴 學部各位 の 衛 旨導と御援助 に よ つ て 爲 し得た もの 磁 に 厚 く
感謝 の 意を表 する。 徇本稿 を校鯔せ られ た恩師駒井卓敏授の 變 りなき御厚情 に對 し て も衷心
よ り御禮 の 言葉を申遠ぺ た V ・。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ψ

　　　　　　　　　　　　　　　　II 材料及び方法

所謂供給原 （D ・no ・）叉 は檢出髓と呼ばれ る も の に は家蠶の 4 齡以 後の 各期鯲 ける血液

或は卵 J 各器官の 抽出液等 を用ひ
， 被檢出體 （Recep七〇r ）とし て は D ．　melanogcester の vermi −

lionを 用ぴ た 5 然 し實際に於 い て は brOima（伽 ）と呼ぶ 濃褐の 眼色因子を V に附隨せ しめた。
期 く 7  伽 な る二 重組成を持つ 個鶺 を作る こと に よ り其 の 眼色 は殆 ん ど 白色とな り， 極 め て微
少 7． 　！

1
＋

物質の 影響 も直ち に 白色を 伽 特有の 褐色に變ぜ し め v
＋

物質の 存在 を容 易に檢 出す

　 動物 學雜 誌．第 52 恐，筆 5 號，昭和 15 年 （1940）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 191　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ’

るこ とが 出來 る。fAj此 の 外に D ．癬
圏
ぜ傭 の 究聯 輌 伽 τ評

，．60曲 乙α弼 及 び D ．7nOflt
・i｛41fb の tve・r・m ，ilion，

卿
・icotも同樣 の 目的で俥用 したが本丈で は特別 の 指示 の な い 限 り 刀．　melanogttsier の 1  bU

の み を用ぴ たもの と承知 あ りた い 。

，物 質給與砺 法は總 て經 琺 窃 叮に若干 の 注射法 に よる結黙 得たが 之 taftの機會 va

讓 る こ と S す る。 著者の 用ぴ た 經口法は宍 の 樣式 に よつ た。 先づ血 液の 場合 で あれば蠶を

90
° G 内外 の 熱水 に 5 分閥浸漬して 殺 し ，

カ タ ラ ーゼ其他 の 酵素作用を失 は しめ ， 濾紙で 體上

の ，紛 を よ く拭 曜 飯 は背上 圖 ・ さな傷を入れ て血液 を緲 之 を小形 ビ ー カ ーに 採取 し

た．次 ‘・ 内徑 2cln高 さ 7・M
，

の ガ ラ ス 管に 次 の 割a を以 つ て 調製 した猩 k 蠅 の 増養基it　Mz る・

　　　　　　血液　 D．4　ce

　　　　　　緩衝液 （pH 　5．91）0．6 ・。 （1／15｝1・N ・・HI ’OA を 1 に 1／15！1　 KH ・
「0

・ を 9 岬
　　　　　　合 に混す る ）

　　　　　　標準塞天葡萄糖液 4．O　cc （30　CG の 水 に寒天 1gr
， 無水葡萄糖 2gr の 割合に入

　　　　　　れ て 作 る）

　即ち全量 を 5cc とし此 の 上 に多量の 酵母 を加へ 被檢 出體帥ち v
，　bw な る猩 々 蠅の 幼蟲 を

15 頭宛 （幼蟲 の 少 な曙 合 に は ユ0 頭）を疎 た。徇此處に用ふ る幼蟲は 25 °G の 恒温室で

孵化後 72 時閲前後ereた もの で あ る ． 移された幼蟲は再 （F「・ 25° c ．の 飃 腟 で 大體 2 暇 に

化蛹 し，共れ よ り又 4 日乃至 5 口を維て M 化す る。 勿論上 記の 實驗方法 を用ふ る迄 には色 k

と支障が あ り
， 例へ ぱ pll を 8以一Mc する と 猩 々 蠅 の 幼蟲は全 ぐ發育せ

’
屯 叉 血 液の 量 もこ

れ 以 上勵 qす る時は毒作用 を起 し て蠅 の 死 亡率が高 ま り， 逆に これ よ ij少 い と 檢出が困難 に

な る と い ふ 風 で あつ た e 實驗に は必す對照 を附し ， それ に は血液σ）代 りに蒸溜水 を川ひ た D 封

照區 の 絶對必要な こ と 瞳 に K ・ … i｝・rE ，
　 E ・H ・・・… C ・ ・

）
’一・・s （1938）や T ・Tu … ，　 BE ・mLE

（1939）の 實驗に よ つ て 示 され た如 く，
Q．，，　bw なる眼色は飢餓其他 の 條件に よつ て も若干變化

す る こ とが知 られ て ゐ る か らで あ る。

　扨て 朋 化 した猩 ゑ 蠅の 眼色は比 色法に よつ て判定す る こ と S した 。
こ れ に は實驗 者に ょ り

種 々 意見や 方法 もあ るが著者は tl
，
　btVな る白色 に近 い 眼色を 0 とし ，　 bU を 3．0 となし其 の

間を 0．5
，
1．O，2．  の 3 階級に分けた。

　調査 に便な らしめ る爲標準色調 と して 種 凌 な色素を使 用し て みたが現在 の 處次 の もの が 一

番實際に 近い 樣 に思はれ る。

　　　 0，  ＝ 0．014 ％ Eosin

　　　 O．5 ＝ ・ユ （0．16％ Orange　G ）十9 （0，04 ％ Eostn）

　　　 1．0 ＝ 1 （0．5 ％ Ornnge　G ）十 2 （e．2i ％ Eosin ）

　　　 2．O ＝ 1 （1，33％ Orange　G ）＋1 （0，33％ E 。 sin 、

　　　 3．0 ＝ 6 ％ OrRnge 　 G

　　　 （是等 の 色素は D ・
・．GRtm ・．・・R ＆ G。・，　Leip・ig製の もの emtk た ）

　以上 の 液を適 當に 内徑 0．5 糎の ガ ラ ス
’Etc入れ ， 白紙を背景と して透 覗 したもの が標 準色

調 とな るわけで ある。
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晦

t

　　　　　　　　　　　　　　　 m 　實　 驗　 結　 果

　 A ． 生物學的姓質

　實驗 1・ 蠶 の 發育時期に二よる」血液内 v
＋

物質の 變化 ：

　これ には支 1G7號 の蠶を用ひ 4 齢 2 日 目か ら化蛾 3 日目迄 の 雌 を使 用した。但 し幼蟲期及

曙 繭中離 一
耽 の 黼 に と 助 た洪 の 褓 聯 壊 に示 す如 く幼翻 に臨

・

物質の

存在 を認 めす 儼 令存在 する に し て も鋤 て 少量と思隙 る）灣 繭途中よ り鰍 現 はn 虫甬時

代に於 て も最 も多 く， 化蛾直後は存在 するが 2 臼目 よ りは 急に減 少す る。大體に於 て 化蛹 5

　　　　　　　　　　第　 1　 表　　　　　　　　　　日 目頃 よ b 化蛾直前頃迄が 一番

　　蠶の 發育時期に よ る血液内 v
＋

物 質 の 變 化 r支 1 7號 の 鯛 　　　豐富に 存在 する樣 で ある．

＼

　　試
溺

　 　 　 　 　 　 x

＿ 一一一　　　　 こき

4 齡 2H9

5 齡 2 目目

　 營繭 中

　 化 蛹 1 日 9

　 　同　 2 日月

　 　同 　3 日 観

　 　同　 4 日 月

　　同　5 日 月

　 　同　 6 日目

　 　同　 7 日 躊

　 　同　 8 日 目

　 　同 　 9 日 目

化蛾 1 日臥 未産卵 ）

同 2 日 目（産卵 後）

同 3H 目　 （同｝

　　　　　　　「

試 験 區 對 照 區

着酬 供細 着鰒 」供識

。．。　　 8　 面　　 9

0．O　　　 ユア　　　 O，0　　　　9

0．3　　　 10　　　 0．0　　　　7
08　　　　　17　　　　　0．0　　　　　　6
1．3　　　　 9　　　　0．0　　　　 8

12 　　　　13　　　　0．0　　　 10

1．2　　　 16　　　　0．0　　　 11

1．4　 　 7　 　 0．e　 　 十
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 jL6 　　　 15　　　　0．0　　　 ヱ2

1．2　　　　　8　　　　　G．  　　　　　7
1．8　　　　 8　　　　0．（｝　　　　9

L4　　　 11　　　　  ，G　　　　 7
1．】．　　　　14　　　　　0．0　　　　　7
0．1　　　　 8　　　　0．0　　　 13

0．1 13 〔》．0 9

　　　　　 第　　2　 表

雌 雄 の 血 液内 v＋

物質 の 比 較 （日 111 劉

期 蛹 ｝磐臨
産簸

丁辮冒痢 腐

　碓

　雄

對照區

着箙 1懺 數 ［着鍍 1供劇 着画 墾試數

34

ゆ

000  

28

11 o．1　　　　8

0．1　　　 13

0．0　　　 13

ーム

互

 

000 35

ム

冒

1
ー
ユ

　9 驗　2・雌雄 の 血液内 、ガ 物

質の 比較 ：

　此 の結果 は第 2 表 に示 した樣

に雌雄 に より餘 り大差はない 檬

に 思はれ る。 然 し用 ひ た晶種 が

日 111號で こ れ は其後 の 經驗で

ガ 物質の 少 な い 晶種で あ つ た爲

結果 が 明瞭で なかつ た。 別 に行

つ た一
，

二 の 實驗 で は 雌の 方が

幾分強い 樣な結 果に なつ て をる。

然 し此の 點 は徇今後の 實驗 に よ

つ て 確めた い 。

　實驗 3 ・ 2）
＋

物質の 活 性存綬

期問 ：

　此 の 實驗に用 ひ た 材料は混合

蛹 の 雌で あるが 其 の 結果 は第 3

表 か ら第 5 表に 示 した如 ぐ （a ）

v
＋

物質の 活性 は血液 の ま Sで 探

取後 25 ° G
， 明所で 保護 して 40 日

以上 慝存績す る ， （b ）105 °C で

乾燥 した 血 液を使用毎に 原血液

と略同 量迄 水 で 薄 め た も の は

明所で 3 邇間は確實に 存在する ，

〈c ） 90°G 乃至 105QC で乾燥し

た蛹を磨碎し て 粉 と な し ， 血 液の 代 りに用 ひ た 場合 ｛こ れ は 全 培養基 の

’
6 〜 8 ％ を加へ る ）

1 年以上 も存績す る こ とが 確め られた 。 勿論 100 日以後の 蛹は貯藏乾燥繭 よ り任意 に撰 ん だ

もの で 23 日目迄 に用ぴ た 材料と は別の もの で ある。

唱
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　 　　 　　 第　　3　 表

蛹 の 血液に 於け る Ct 物質 の 活性存績期聞

（混 合 蛹の 雉 ； 250C
， 明所 に て 保存）

　　 　　 　 第　　4　 表

蛹 の 乾燥血 液 に 於 け る ff「物 質 の 活性存績
期聞 （混 合蛹の 雌 三1050G に て 乾 燥 250G
明所 に て 保存）

把 着轟 試數 ：。轟 數
R−xl｝・ ’l」別

晴鎌 。 ・。。畿試數

・。 ・則
28 日月 1
・・ 日則

α6i 　 9
　 　 　

L唄 1°

O．2　 1　　 9
　 　 1

0000
（
UO

808　

1

2H 目 1　 1．0

・4 酬 ・，・

21 日酬　
1・D

ρ
0

ρ
り

0

　

．
−

O．0　 　 　 11

0．0　　　 9

0．0　　　 9

　賓驗 4． 蠶 の 遺傳的組成に よ る v
＋

物質の

比 較 ：

　使用 した材料 は正常の もの 帥ち黒眼黒卵系

と赤眼赤卵系及 び 白眼 白卵系 の 卵で あつ た。

此 の 申特 に興味 の ある の は白眼 白卵系で 既に

著者 （1937）， 川 口 博 士 〈1938）， 梅谷 博 士

（1938｝，鈴木技 師 （1939），田島氏 （1939）等

に よつ て證明 された如 く白眼白卵に關係す る

因子 顧 嚴密 に言 へ ば鈴木 氏 の tV、〉は正 常系

に存在 す る tL・
＋

なる物質に よつ て 色調 の 變化

畠

第　　5　　表

乾燥蛹に 於 け る が 物質 の 活性存綾期問

（混 合蛹 の 雌）

網1着謙 轟 雛 數

　　　　　
．
　　　　　　　 蓉

．一．

　 2 日 目

　 23 日目

約 100日目

約 360目 H

約 460HH

陣
ゆ

04

凸
町

04

凸

L2100 2
μ
り

80qO

1

　

11

00000α

α

α

α

賎

Qり

888

を受 け る。帥ち w1 は 广 物質と類似 な滲出性物質を體内 ictwくもの と推察 され る。從つ て こ

の ，ぺ 物質 σ｝
・
ホ ル モ の が猩 々 蠅 の z・

”’
・imKと同

一
物か或は共れ に極 め て 近 い もの で あるか

を知 る こ とは非常 に興味 の あ る問題で あつ た 。處が 實驗結果は豫期に反 し兩者は別個 の もの

で
， 少 くと も今回使用 した白眼 白卵系 に は張力 な v

＋

物質の 存在す る こ とが 判つ た （第 6 表 ）。

これ は後述 の 卵を用 ぴ た實驗結果か らも確 め られた。 第 6 表の 赤眼赤卵系 はだ う い ふ もの か

毒作用が 張 く猩 々 蠅 の 多 くが死 滅したが矢張 わ v
＋

物質 の 存在す る こ とは間違 な い 。 尚 こ の

外 に蠶の 綿 種に 藐い て ・・
＋

物質所 昇麓 調 査した糸繰 もあ る が 滋 で は卩躡 種 vaよ り活性 に

強弱が あ る とい ふ こ とだ け を逋ぺ て お く。

　　 　 ・　 ．　 第 　　　6　　 表

蠶の 遣傳的組成 に よ る V
＋

物質 の tc較 （e の み 使 丹D

∴『高
．．一．運 囲

黒 騰 刈 　 赤 眼 赤卵 系

1着色 度

白 眼 白卵 系 對照區

＼ i着 篏 i供試數 1

4 齢 2 日 月

5 齢 4 日 目

　化蛹 4 日 目

　化蛾 1 日 月

産卵 後 2 日 月 の 卵

00

」
 

0
り暫

00

／

11

7°

4西

70

向
0

　

1

　

豆

−

1供訓 着酬 餓 釧 着鯛 供讖

0．0

1．0

0，8

4

滅

2

滅

8

1

死

　
死

00893000Ql 66880

1

　

1

000000
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0
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　寶驗 5， 卵 に於 け る v
＋

物質の變化 ：

　此の 實驗に用ぴ た材料 は 日 111 號 x 支 107 號で あ つ て産卵後 ユ 日 目か ら 10 日 目迄 の 卵

を使 つ た 。實驗 方法 は大體 400 粒位 の 卵 ， 重 量に して （）．3ge の もの を前記 の樣 に熱水で處理

し ， 乾燥 した後小型孰鉢の 申で 0．6　ec の 次 と共 に まく磨確 し其の 混濁液の 04 　cc 　fiけをと つ

て 用ぴ た。其後 の處理 は血液の 場合と同樣で あ る a 其の結果は第 7 表及び第 1 圃 に示す如 く

産卵直後 が一番 v
＋

反應が 強 く日數と共 に漸典 其の 力を失ひ ユ邇間以後忙 は殆ん ど淆滅す る。

但 し第 7 表io日 目の 對照擁に 着色度 1位 の 蠅が 1頭出現 したが 其の 理 由は 不明で あつ た。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ロ

徇 2邇間後の 卵を用ひ て 行つ た實驗 も全 く陰性に絡つ た （C ； 0．ON ； 9 茲に C は着色度

　　　　　　　　　　第 　 7　 表　　　　　　　　　　 を N は供試數 を表 はす ）。

　　 珊 唹 け る ガ 物 質 の 變化 （目 111 號 x 支 107 號）　　　　 徇蠶卵に就 い て興味 の あ る の

く

　
＼

＼ 　　照 別

　時 日　＼ ・、

　　　　　　　　 試驗區

＼ ｝
卵 の 色 調

障酬 贓

産卵後 1 日 目

　 　 　 2 日目

　 　 　 3 日 目

　 　 　 4 日 目

　 　 　 5 日月

　 　 　 6 日 目

　 　 　 7 目 H

　 　 　 8 日 目

　 　 　 9 日 目

　 　 10H 目

　白色

淡赤禍色

赤褐 色

　褐 色

濃褐色

　同 上

　 同 上

　 同 上

『
同 上

N −hl

1．91

．11DO

．40

．60

．3

十 〇，00

．1

＋ 0．0e

・・　 1

1112118111014

、

141815

轂照區

着 鍍 1供試數

　此の 問題 ぽ極 め て 大切 で あ る

に も拘 らす 未だ何等纒 つ た結果

の ない こ とは遣憾で あ る 。 帥ち

初め幼蟲の 各器官に就 い て 行 つ

た 實驗結果 は全 部 陰性 に 露 し
，

其後は 唯昨年の 冬少數の 蛹に 就

い て ， 脂肱 生殖器 の 抽出液を

拵 へ 實驗 を行つ た程 度 に と L」ま

る。其 の 結果に よれ，ぱ 卵樂の み

顯著に 反應 し （C ＝ 1．0 醤 ＝

10）， 其他は全部陰性 に絡 つ て を

0．00

．00

．00

，0

 。00

．00

．OO

．OO

．00

，2 爵

39969659761

　　は不受精卵 ， 遺傳性白卵 ， 不越

　　年卵等 の 無色の 卵に v
＋

物質が

　　，あ るか否 か と い ふ 聞題で
， 實驗

　　結果 に よれ ば少 くと も不受精卵

　　（産卵後 2 日 目の もの
，

e　：＝ 1．6

　　 N ・：：・7）と前逹 の va 白卵 （第 6表）

　　 に は V
＋

物質の 存在 す る こ とが

　　確め られ た。他 の 不越年卵及び

　　禍色壥等に 就い て は何れ 別 の 機

　　會に 報 告す る こ と L する。

　　　貿驗 6。蠶の 各器官に於 ける

　　 V
＋

物質 の 存在 ：

第　　1
−
　 圖　　　　　　　　　　　　

’

着

色

度

↑

　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　

　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 → 　産 卵 後 H 數

る （精巣 C 　＝ 　o．ON ＝ 11
， 脂肪 C ＝ O・ON ＝ 15｝。然 しこ の 結果に 就 い て は尚疑問が あつ て

，

例へ ば 卵巣の 如 き もの も此れ が果 して v
＋

物質の 形成器 官か 或は單 なる駐藏器 官か と い ふ點

に就 い て は何等知 る處が なか つ た。 今後 去勢其地の 方法に よつ て 頽次是等の 關係 を闡明 し て

ゆ きた VOと思ふ。　 、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ，

L
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、M

　寶驗 7． 其他の 實驗 ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 、

　（a ） 家蠶の 食物で ある桑の 抽 出液及び 5 齢の 蠶糞に 就い て實驗 を行 つ たが 何れ も陰性で

あつ た （桑葉 C ＝ ＝O．ON ＝ 14。蠶糞 C ＝ 0。ON ＝ 16）．

　（b ） 本文の 初めに述 べ た樣 に蠶は總て 熱水で 處理 した が ， 別に處理 しな い 蛹の 血液と處理

した もの を比較す る と前者は （C ＝   ．ON ＝ 16）に 翼し後者は （C ＝ 1．3N ＝ 28 ）とな り明

か に カ ク ラーゼ等 の 酵素作用に よつ て τ
＋

物質の 破壌 され る こ とが 示 され る。

　（の　是迄の 實驗は總て D ．enelanogastee
’
を月1ひ たが D ．　t・irilisJ刀．？1鵬 画 冊 を用ぴ 蛹の 血

液に 對す る反應をみ ると第 8 表の 樣 に な る。 邸ち何れ の種類で も家蠶の v
＋

物質に對 して 共

　　　　　　　　　　第　 8　 表　　　　　　　　　 通 に反應する こ とが判 つ た。

　 蛹 の 血 液 を m ひ た 揚合 の 各種猩 々 蝿 の ・
＋

物 質 に 對す る 反應　　　 （〔D　一旦着色した T
，

伽 の

　 　 　
’．’
　 ，　　 區　 別

猩 々 蝿 の

　 　 　 種　類

　 　 　 　 　　 　 　 　 對照 區　 　 試驗匿

be“色 度 ・黼 黻 騰
D ．vnegan ・og （tS；e7

’

刀．mo ，
r；・tium

ヱ♪．tirilis

「

0880

 

0

1271

り一

o．010

．oO

．e

912　

11

眼色が 其の 子孫 に影響を與 へ な

い こ とは實際に着色 した もの 同

志の F1 を調査す る こ と に よつ

て 明らか とな つ た（C こ 0．  N ＝

126）。

　（e ） 此 の 物質が 蠶 の 寄生 蟲

tcも存在す る こ とは偶然支 16 號に寄生 し て ゐた若干 の 蟹蛆 を用ひ た實驗 に よつ て も明 らか

となつ た （C ＝ O．2N ＝ 12）。　　　　　　　　　　
”

　B．’化學的性質
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 げ

　上記 の 諸實驗に よつ て 猩 k 蠅の 朱眼 を赤色 とする v
＋

物質な る もの が蠶の 蛹時代及び 産卵

直後 の 卵 に豐富に存在す るこ とは疑の ない事實と思はれ る。斯 く其 の 存在 の 明らか となつ た

以 上は之が 既 に Dresaphik‘
，
　Ephestia

，
翫 雄吻 γ畠 等に見出 された物質 と同一 の もの で あるか ，

又 同一とすれ ば共 の 化學的本態は何者で ある か を究め る必要 の あ る の も當然で あ ら う。不 幸

に し て 化學的素養に 乏 し い 著者に とつ て 此等 の 問題は非常に 困難で あつ たが ，幸ひ 當場化學

部 の 赤尾搏士
， 清水技師の 御指導と御援助 に よ り漸 く實驗に着手し得 る に至 つ た こ とは兩氏

の 御好意 に對 し誠 に 感謝に堪えな）、。

　抽禺の 方法 として は TSTuM と BE ・s．DLE （1938 ）の 變法を用ひ
，
先 づ v

＋

物質を豐富に 含む

乾燥蛹を乳鉢 中で 強 く磨碎し，ク ・ ・ フ オ ル ム を用ぴ Soxlllet抽出器で 脱脂 し，次 に其の 殘

渣をよ く洗滌乾燥 さ せ 95 ％ 酒精を以 て ア ル コ ール 抽 出器 に よ り 8時間抽出する。此 の 抽 出

液を減壓の 下 に乾燥せ しめ使 用の 際は適宜水溶液として 用ぴ た e 今上記の 方法及び動物試驗

に よ り得 られた結果 を總括す ると次 の 如 くになる。　　　
噛

ノ

　　 原乾燥蛹粉　
一一→ 一

　ク ロ ・ フ オ ル ム 抽 出液 　　　1→ 　95％ 酒 精抽 出液 　　　　、

　　雛鍍潔 　1　 嬲1鑼あ濂総蓉　 i　 畷黷幾嚢無珪騨
色

　　
＋ ）
　　 ：　

反齡 一）
　　　　 i→ 95％ 黼 抽融液

　　　　　　　　　　　　　　　 ：　　　　　　　
・
　　　　 〔乾燥 す れ ば 白 昧 の あ る

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 褐色粉 と な Y 反應は
一

）　　　　　　　　　→ ク ・ ・ フ オ ル ベ抽 出殘渣
一

　　　　　　　　　　　　（乾燥 す れ ば 白味 を帶 び た

　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 褐 色粉 とな り反 應 は 十 ）
「

帥ち 广 物質は ク ロ ・ フ オ ル ム に溶解せ す 95　％ 酒精 に全部或は大部分が 溶解す 凱 此 の
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抽出液の 活性は第 9 表及び第 1 囲に示 す如 く血液其鮭叉は乾燥血 液を水 に 溶解 した もの に比

　　　　　　　　　　第 　　　
．
9　　 表

抽山 が 物 質 ， 乾燥血 液内の が 物質 並 に 1hL液内 竃
＋

物 質 の 濃 度 に よ る 比

較 （何 れ も混 合蛭 の 雌 を用 ふ
。 抽 M　IS 物質は 水 に 鱗 iさe た る もの を

原液と し， 乾燥血 液 は 原血 液 と 同程 度迄水 を 加 へ た る も の を 原 液 と す ）

’
　 ＼

　　　
＼
＼ 　區 珊

　　濃度
＼

＼

抽出 v
＋

物 質

＼ 1着色凄 1供試數

原液　 　　　　 2．5

50 ％ 液　　　　1．9
25 ％ 液　　　 　0．2
12．5 ％ 液 　 　0．1

6．25 ％ 液　　　0．0

對照區 　　　　　0．0

qU26987122111

乾燥 血 液

着饑 1鰕 數

1．81

．5D

．90

．60

．10

．o

04

］

19

｝

7

⊥

−．

ユ

ユ

　

　

ー

原 血 液

着倒 蝋 數

、

■

乃至 105° C の 高浬に も堪 え得 る こ

とは酵素 で もな く叉 ク ロ ・ フ オ ル

ム に溶解せ
’
ぬ こ とは レ チ チ ン

，

コ レ

ス テ リ ン 等 の リ ポ イ ド系 の 竜の で

もな い こ とを示す 。 又 これ が純 ア

ル コ ール に よ？て 沈澱 しなb こ と

一
こ れ は血 液に純 ア ル コ ール を

加へ 沈澱せ る部分 と然 らざ る部分

と を分 けて 動物試驗を行 ふと V
“

物質は後者に の み存在 す る こ と か

ら明 らか で あ る
一 及び 後 述の 各

種 沈澱反 應か ら考 へ て も高分子 の

蛋 白 とは考へ られ ぬ 。 若 し蛋 白類

着

色

度

↑

4841001000

凸
UQ

204260221212

第 　 　 2

較し て 少 し も遜色が な

か つ た e

　 　 　 　 　 デ

　 斯 く上 に蓮べ た 諸性

質は　BECK ．ER 　（1937），

THIMA ．NT）iT
，

’
BEADLE

（1938），
TATuM

，
　BEADI 」E

（1938｝， 　 KHouv 蹴
，

Ep コ1［Russl
， 　 CHEVAIS

（ユ938） 等 の 恥 瓦翻 面
，

　 　 t

　af”‘dphora
，
−Drosophila

を用 ぴた 實驗結某と全

く一致 す る。9Pち 90QG

圖

　 　　 　 → 濃

　○一 抽出 Ut 物質

5
度

ロー乾燥血 液　 x 一原 血 液

似 の もの で あるとす れば B 貼 DE 等 の 言 ふ 樣に ボ リペ プ チ ツ ドか ア ミ ノ 酸に近 い もの と想像
せ られ る p 其處で 先づ 第一 の 手 段 とし て 蛋白質の 化學反 應を檢す る こ と S した ．

　　こtLrcは前記の 物質を多量に含む ア ル コ ール 抽出液  乾燥 した も の を邁 宜蒸溜水で 量睿か し

濾過 して 用び た・こ の 液は黄髄 で pll　4 丿狸 5
．
の 弱 灘 を示 し一種 の 苦味 鮪 す る ． 施行

した蛋e 質の 各種着色反 應の 中 Xallth・P・・t・i・ 反 maza原液の 色調の 爲全 く不 明で あつ たが

其以外 の M ・LLeN
，　A・・ MK ・E ・・ icz

，
　 L ・聡 ・RM ・珮 圃 匕awao 反應 も陰性 か或は不 明の 結果 を與

へ た。反之 Biuret
、　Ninhydrine 反應 は稍明瞭に

，
　Mei．TscH

，
　NEuBAuER −RoHDE 反應に對して

は極 め て 微に 反 應した。

　 吹 略 種藥晶に よ蹴 澱 反應をみ る と醋酸 ア ル コ ール
， 硫酸 ア ン モ ニ ウへ 強鑛醜 ト リ

ク ・ 一ル 醋酸等で は沈澱せ歳 鹽基性醋酸鉛蘆 イ歐 銀 燐 ウ オ ル フ ラ ム 酸滯 酸銀等 で は沈

澱 した。　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　 　
’

　 此等の結 果 も殆ん ど大部分前述 の 研究者の 實驗結果 と
一

致す る。 邸ち これに よつ て も家蠶
’

6

t
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」

　　に 見 出さ れ・た ♂ 物質が EpheStdrt
，

α‘Z伽 ん0帽 ，エ｝酬 卿 為伽 等か ら抽出 され た物質と同一物か 或

　　 は極 め て 類似の もの で あるこ とが想像せ られ るの で あ る 。

　　　斯 くし て 著者は該物質 の 化學的本態を究 め る爲一層 の 純粹化を企劃中、本年初頭に 至つ て

’

途 に 獨逸 化墨界0 亘 匠 BLTI1EX．
’
AITI）T　tza め XYEmE ・

，
　 B ・CKF ・・ （ユ940）の 協同研究 と し て こ の

　　物質が Dr｝1〕tophane の 分解産物表 る Kynurenine に 他 な らぬ と の 發表 に接 す る に 至 つ た。

　　固よ O彼等 は （raliipJ｝m
’
α や Eiphesticc

．
か ら直接 Kynui’enine の 結 晶を作成したわ け で は な い

　　が 溺 度の 抽出液 よ り其の 存在 を豫想し別 sc　 K｝lnurenlneを用ひ て 種 々 の 動物試驗 を行う た

　　結 果疑 もな く v
＋

物質と同樣 の 作用をなす こ と を知つ た の で あ る 。
K ｝nurenine は次 の 如 き構

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　造式 1 もち犬 ， 家兎等 iC　Trsptophaneを注

　　　　　　　　　　（）囎触一

鴛難雛鰻纖llllξ1
　　　　　　　　　　　　　　　

一
　　　　　　　 此 の 物質が ウ ロ ク ロ ム

，
ウ ロ ク ロ モ ーゲ ン

，

　　 ウ ロ メ ラ 昌
ン 等 の 呈色團と密接な闢係を有す る こ と 及 び 諸 種の 化學的性質か ら考へ て 家蠶 に

　　於 け る v
＋

物質も Kynu エenine か 或は其れ に 極 め て 近 い もの で あ る こ とは想｛象に難 くな い 。

　　不幸に して 著者の 乎 元にあつ た數種の 抽出液ぽ Phenylhydrazine　chlor 益y（1］
・
at¢ に よる Kynu −

　　 renine の 呈色反應に封し陰性の 結果 を與へ たが 、 其 の 眞否 は徇今後の 研究に俟たね ば な らぬ。

　　何れ に して も斯 くゲ ン ーホ ル モ ン と稱 す る もの の T つ の 扉が 開かれ た 以 上 將來 に 對す る 研

　　 究 の 方針 も自か ら定 まつ たと言はねば ならな い で あ ら う。

　　　　　　　　　　　　　　　 Iv　摘　　　　 要

　（1） 家蠶 を用ぴ て猩 々 蠅 の ver
・
））t−il・io7iなる朱眼色を野生型に 變ぜ しめ る特殊な物質，帥ち

V
＋

物質に 關する調査 を行つ た。實驗結果に よれ1ば 君 物質ぽ家蠶各期の 血液 中幼蟲期に は殆

ん ど存 在せ す ， 營繭中よ り現 はれ 蛹時代 に於 て最 も強 く， 蛾 に至れば再 び急速に減 少する。

　（2） 此 の 物質は叉 産卵直後 の 卵 に も多量 に存在す る e 然 し時 日と共に減 少し 産卵後 一週

聞以上 を經過した もの で は殆 ん ど淌滅する。

　（8） 此 の物質は正常系師ち黒眼黒卵系には固 よ り，赤眠赤卵系 ， 白眼白卵系の 輔 の tit液及 ．

び 産卵直後 の 卵 に も多量に 含まれ る。從つ て 著者等が 嚮に 見出した Iv
＋

物質 とは別個 の もの

で あ る と思はれ る。

　（4） 此 の 物質は乾燥蛹の歌態に於て は一ケ年以上 も活力を失はす ， 血液の ま S で も 40B

以上，乾燥 血液に於 て も 3週 闇の保存に堪 え得 る 。　　　　　　　　　　 ．

　  化學鰯 瞭 に よれ ば 家蠶の tl
＋

物質は既に D … sqphila
，
　＆dliphoro

，
　Eb）hestin　egva見S−1

され た物質と同一物か 或ぽ極 め て 近 VO もの で あ る こ とが示 され る。 其の 化學的本態に 就 い て

は最近 BurEx．’xmT ，
　IYEIDEL

，
　BEcKER （1940）に よ り Ti）

’
ptophane の 分解産物た る Kynu 準

nine なるこ とが發見 され ， 今後の 研究方針に對し大きな曙 光を興へ た 。
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　　 　　　　 （工）　　The
v＋− substa ：ユce 　　　 ． 　　 　 　　 　 　 　 　

　　　 　　Hideo 　K玉亙KAWAIInpe 「ial　Se「icultu 「al
］
Expe 「il〕、en 七 S

t

n

　Tokyo，　
Japa 皿 」 「 　　　The 　v＋− smbstance 　wl ・ ich　a互むers 　t ・he 　t ’erviili − on　eye ｛ ≧ol 。r　of　presoph

aめ伽e　wild − type 　eyeLcoi （＞r　 has 　been　 detectled 　in ぬe 　silkwonn ，ヱ lomb りi　mori ． 　 The 臼 ubs毎nc

@is 　absen 七〇 r　n 〔）ar ］yso 　in もhe　body 』u正d　of 　the 董ourkh 　and　fiftli　ius ｛hr　larva ．；　i七　is　f

nd 　洫 　qua ロも
i
右 y　in 　thepupal 　s鳳 ge ，　 though　scarce 工y 　recogniz

　ill　the 　 adul も stage ， 　　　The 　subs 七ance　is　presen もal 呂o 　in　cggs　direct玉y 　af｛ef　oviposition，　bu

lt 　decfease 爭graduallywith 　 day8 　alld 　 disappe

s　largely　in 　a“・ ee ’k ． 　　　The 　v＋・substance 　iB 　present 　 in　qu 乱nt 沁y　llot コon且y　inさ he 　 body　fid
　of 　t・ be　normal − type 齟pupa　with 　black　eyes 　 and 　 in　the 　eggs 　of 　the 　 samεtype ，　 bu もal 呂〔

in　 pupfle 　a．nd 　eggs 　of 　rnutant 　type 呂havillg　red　oユ・white 　eyes ．　［ Vllus 　the 　substallce　 seems

o 　be
　 differenちfro 皿1　the げ齟一 snbg，　tanee 　which 　is 　repertietl 　i「

my　previous 　 paper （1937 ）． 　　　As　far 　a昌apreliminary 　work　goes ，もhe 　activi も y　o正this 　subst

ce　remains 正 〔｝r 　more　than 　ayear　even 　in　dried　pupae ．　B童ochemlc矗1　studies 　suggest　 that 　tl

e　v＋−s
し
【bstauce 　 in　Bombyx 　 is　 jd ’entieal 　with　 tlle 　similar 　substanee　foluld 　

i コ1　D ？・osoph螺a，（駕Z亨f）ノ

ra ，　EpJwStia 　eむG 、　 For　its 皿ature ，三．
むiS 　reCen も ly 　 reportod 　 by 　BulfEN 耀DT ，　WE エDEL　and

B脚暉R （ 19釦）七 ha七むhe　Substanee
　is　nQthing 　but 　kynurenine　w’hi｛；h．is　a．　deriv乱tiv
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